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式
典
に
つ
づ
い
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

で
は
地
元
で
お
な
じ
み
の
「
ま
〜
る
く
参
画
一
座
」
が
登

場
し
て
寸
劇
を
披
露
し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
会
で
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
活
躍
さ
れ
て
い

る　

堀
尾
正
明
さ
ん
を
お
迎
え
し
、「
あ
な
た
が
主
役
で
ま

ち
が
輝
く
」
と
題
し
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
堀
尾
さ

ん
は
、
地
域
で
犯
罪
や
災
害
か
ら
身
を
守
る
仕
組
み
を
つ

く
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
具
体
的
な
例
を
挙
げ
な
が

ら
分
か
り
や
す
く
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

続
く
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
相
模
女
子
大

学
教
授
の
松
下
啓
一
さ
ん
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
迎
え

「
未
来
へ
つ
な
ぐ
、
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
〜
地
域
の
力
で
支

え
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
〜
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
朝

日
地
区
の
寺
坂
大
地
さ
ん
、
宮
崎
地
区
の
司
辻
健
司
さ
ん
、

越
前
地
区
の
山
下
瑛
理
香
さ
ん
、
織
田
地
区
の
石
田
公
代

さ
ん
と
堀
尾
さ
ん
の
5
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
越
前
町
の
将

来
に
つ
い
て
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

▲祝辞を述べる西川知事

▲堀尾正明さんの講演

▲「越前ふるさと音頭  ～みんな美し越前町～」の初披露

▲町政功労者表彰

▲図画・作文コンクールで最優秀賞を受賞した
　森下音和さん（城崎小、左）と河合凜香さん
　（宮崎小、右）

▲式辞を述べる内藤町長

を受賞し賞した
合凜香ささん

越
前
町
合
併
10
周
年
記
念
式
典
・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

2
月
1
日
、
越
前
町
陶
芸
村
の
文
化
交
流
会
館
で
「
越
前
町
合
併
10
周

年
記
念
式
典
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
2
月
1
日
の
合
併
か
ら
ち
ょ
う
ど
10
年
に
あ
た
る
こ
の
日
、

西
川
知
事
や
県
選
出
国
会
議
員
、
町
議
会
議
員
ら
関
係
者
約
７
０
０
人
が

出
席
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
地
元
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
に
続
き
、
合
併

か
ら
10
年
間
を
振
り
返
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
映

像
が
上
映
さ
れ
た
後
、
内
藤
町
長
は
「
今
後

は
更
に
町
民
全
体
の
融
和
と
団
結
意
識
を
高

め
、
越
前
町
に
住
む
こ
と
を
誇
り
に
し
、
限

り
な
い
愛
着
を
持
っ
て
頂
け
る
ふ
る
さ
と
の

創
造
に
力
強
く
邁
進
し
て
い
き
た
い
」
と
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
町
政
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功

労
者
の
皆
さ
ん
や
合
併
10
周
年
記
念
事
業
と

し
て
募
集
し
た
図
画
・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
入

賞
し
た
児
童
の
皆
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、来
賓
の
西
川
知
事
や
県
選
出
国
会

議
員
の
方
々
に
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
に
は
10
周
年
を
記
念
し
て
新

た
に
制
作
し
た
「
越
前
ふ
る
さ
と
音
頭 

〜

み
ん
な
美
し
越
前
町
〜
」
の
歌
と
踊
り
が
初

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

▲ま～るく参画一座の寸劇

　シンポジウムは、（財）自治総合センター
がコミュニティ活動の充実・強化及び宝くじ
の社会貢献広報を目的として行う「コミュ
ニティ助成事業」を活用し実施しました。▲パネルディスカッション

▲地元中学校吹奏楽部の演奏
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優　　　勝 宮崎スポーツ少年団少女バレーボールクラブ
準　優　勝 吉川スポーツ少年団女子バレーボール部

3　　　位
鳥羽スポーツ少年団バレーボール部女子
豊スポーツ少年団男子バレーボール部

優　勝　越前男子JVC
　鯖江市内の小学校体育館で開かれ、町内からも多くのチームが参加し
ました。激戦を繰り広げる中、越前男子 JVCが優勝しました。

準優勝　越前男子JVC
　大野市上庄中学校体育館で開かれ、県内8チームが熱戦を繰り広げました。
　5年生以下の新チームによる大会で、越前男子 JVCは予選リーグで勝ち
残り、決勝トーナメントに出場、丸岡チームに勝利しました。決勝で惜し
くも敗れましたが、優勝した社南チーム相手に熱戦を繰り広げました。

優　勝　宮崎スポーツ少年団少女バレーボールクラブ
　宮崎小学校、織田小学校の体育館で開かれ、越前町・鯖江市の女子
12チーム、男子5チーム、総勢約170人の選手が出場しました。
　今年になって初めての公式戦とあって、どのチームも熱戦を繰り広
げていました。宮崎スポーツ少年団少女バレーボールクラブは、持
ち前の全員バレーで一回戦から全ての試合をストレートで勝ち進み、
堂々の優勝を果たしました。

第3位　越前男子JVC
　勝山市内の体育館で開かれ、越前男子
JVCは予選リーグを2位で決勝トーナメ
ントに進んだ結果、第3位に入賞しました。

鯖江地区少年少女バレーボール大会
平成26年12月7日

第9回日刊県民福井・中日新聞杯
男子バレーボール大会  平成27年1月12日

越前町バレーボール協会長杯バレーボール大会  平成27年1月11日

第6回勝山市バレーボール協会長杯小学生
バレーボール大会  平成26年12月14日

～小学生バレーボール～ぼくたち・わたしたち  がんばってますぼくたち・わたしたち  がんばってます

　

1
月
16
日
、
東
京
都
千
代
田
区
日
比
谷
公
会
堂
で
第
55

回
交
通
安
全
国
民
運
動
中
央
大
会
が
開
か
れ
、
交
通
安

全
功
労
者
お
よ
び
優
良
運
転
者
と
し
て
杉
本
明
さ
ん
（
織

田
）
が
交
通
栄
誉
章
緑
十
字
銀
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

杉
本
さ
ん
は
昭
和
46
年
か
ら
昭
和
62
年
ま
で
交
通
指

導
員
と
し
て
、
昭
和
50
年
か
ら
平
成
26
年
ま
で
交
通
安

全
協
会
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
地
域
や
職
場
で
交

通
安
全
の
啓
発
と
交
通
事
故
防
止
に
尽
力
し
、
そ
の
間
、

無
事
故
無
違
反
を
継
続
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
今
回
の
表

彰
と
な
り
ま
し
た
。

　

2
月
10
日
、越
前
町
バ
ス
事
業
者
連
絡
協
議
会
が
鯖
江
・

丹
生
消
防
組
合
朝
日
分
遣
所
で
救
命
救
急
講
習
会
を
行
い

ま
し
た
。こ
れ
は
大
型
車
両
に
係
わ
る
犯
罪
や
災
害
、車
両

内
外
の
事
故
の
現
場
に
お
い
て
、
乗
客
の
救
命
が
必
要
な

際
に
、
乗
客
の
最
も
そ
ば
に
い
る
運
転
手
や
乗
務
員
、
ガ

イ
ド
が
迅
速
か
つ
適
切
に
処
置
対
応
に
あ
た
る
た
め
、
同

協
議
会
が
開
い
た
も
の
で

す
。
参
加
者
は
現
場
に
い
る

自
分
た
ち
が
で
き
る
応
急

手
当
の
手
順
や
要
領
な
ど

を
確
認
し
な
が
ら
、
実
践
的

な
感
覚
を
身
に
つ
け
る
こ

と
の
大
切
さ
を
実
感
し
、
真

剣
な
表
情
で
講
習
を
受
け

て
い
ま
し
た
。

交
通
栄
誉
章
緑
十
字
銀
章
を
受
章　

杉
本　

明
さ
ん

越
前
町
バ
ス
事
業
者
連
絡
協
議
会　

救
命
救
急
講
習
会

　

越
前
町
は
平
成
30
年
の
福
井
国
体
で
ホ
ッ

ケ
ー
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
ホ
ッ
ケ
ー
を

知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
に
ホ
ッ
ケ
ー
を
知
っ

て
も
ら
い
、
町
全
体
で
大
会
を
盛
り
上
げ
て

い
く
た
め
、
1
月
13
日
に
宮
崎
小
学
校
の
3
、

4
年
生
、
2
月
19
、
20
日
に
四
ヶ
浦
小
学
校

の
5
年
生
を
対
象
に
、
ホ
ッ
ケ
ー
に
似
た
ユ

ニ
ホ
ッ
ク
の
体
験
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

ユ
ニ
ホ
ッ
ク
は
ホ
ッ
ケ
ー
と
は
ル
ー
ル

も
コ
ー
ト
の
大
き
さ
も
違
い
ま
す
が
、
ス

テ
ィ
ッ
ク
を
持
っ
て
ボ
ー
ル
を
操
作
し
ゴ
ー

ル
す
る
点
が
似
て
お
り
、
ホ
ッ
ケ
ー
よ
り
も

簡
単
で
馴
染
み
や
す
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

最
初
は
難
し
そ
う
に
し
て
い
た
子
ど
も
た

ち
は
、
す
ぐ
に
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
ボ
ー
ル
の
操

作
に
慣
れ
、
試
合
で
は
楽
し
そ
う
に
プ
レ
ー

し
て
い
ま
し
た
。

ホ
ッ
ケ
ー
を
知
ろ
う
！ 

〜
ユ
ニ
ホ
ッ
ク
体
験
教
室
〜

▲宮崎小学校の児童 ▲四ヶ浦小学校の児童

越前町インドアホッケー大会が開かれました
　2月21日、朝日体育館と朝日小学校体育館で、小学生のインドアホッケー大会が開かれ、朝日、
常磐、糸生、織田（Echizen HOMES）小学校の選手約150人が参加しました。
　インドアホッケーは普段選手たちが行っている人工芝やクレーコートのグラウンドと異なり、少々
狭い体育館の中での競技なため、より高度な技術と判断力が求められます。春からの本格的なシーズ
ンの前に、どの試合も選手たちは白熱したプレーを見せていました。

【大会結果】
4年男子 … 優　勝　朝日Ｆ　　準優勝　糸　生
4年女子 … 優　勝　Ｅ・Ｈ　　準優勝　糸　生
5年男子 … 優　勝　糸　生　　準優勝　常　磐
5年女子 … 優　勝　糸　生　　準優勝　朝日Ｂ
6年男子 … 優　勝　糸　生　　準優勝　朝日Ａ
6年女子 … 優　勝　朝日Ａ　　準優勝　糸　生

最優秀選手賞
4年男子 … 吉田　登以（朝日Ａ）
4年女子 … 谷口　瑞季（Ｅ・Ｈ）
5年男子 … 野村　将汰（糸　生）
5年女子 … 渡辺　葵衣（糸　生）
6年男子 … 奥本　　良（糸　生）
6年女子 … 吉田　未唯（朝日Ａ）

　

2
月
8
日
、
県
立
武
道
館
で
第
9
回
福
井
県
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
強
化

剣
道
大
会
が
開
か
れ
、
2
年
生
の
部
で
山
本
天
晴
さ
ん
（
城
崎
小
2

年
）
が
見
事
優
勝
し
、
岩
﨑
成
生
さ
ん
（
城
崎
小
2
年
）
も
3
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
1
年
生
の
部
で
矢
田
部
晄
さ
ん
（
織
田
小

1
年
）
が
3
位
に
、
4
年
生
の
部
で
も
相
馬
快

成
さ
ん
（
織
田
小
4
年
）
が
3
位
に
輝
き
ま
し

た
。
こ
の
ほ
か
、
6
年
生
の
部
で
山
本
空
羽
さ

ん
（
城
崎
小
6
年
）
と
三
原
碧
月
さ
ん
（
朝
日

小
6
年
）
が
ベ
ス
ト
8
に
入
り
ま
し
た
。
入
賞

し
た
皆
さ
ん
は
福
井
県
少
年
剣
道
強
化
指
定
選

手
と
し
て
、
県
立
武
道
館
で
行
わ
れ
る
強
化
練

習
に
参
加
し
ま
す
。

福
井
県
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
強
化
剣
道
大
会
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町
で
は
、
平
成
30
年
開
催
の
福
井
国
体
に
向
け
た
気
運
を
町
全

体
で
高
め
る
た
め
、
町
内
で
頑
張
る
若
き
ア
ス
リ
ー
ト
の
挑
戦
す

る
姿
を
広
報
え
ち
ぜ
ん
で
紹
介
し
ま
す
。

　

大
事
な
の
は
結
果
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
応
援
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

対　
　

象　

町
内
在
住
の
ス
ポ
ー
ツ
を
頑
張
っ
て
い
る
学
生

　
　
　
　
　
（
小
・
中
・
高
校
生
、
大
学
生
）

問
合
せ
先　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

☎
３
４‒

８
７
３
０

　
　
　
　
　

M
ail

：sports@
tow
n.echizen.lg.jp

　

1
月
5
日
、
広
島
県
立
総

合
体
育
館
弓
道
場
で
開
か
れ

た
西
日
本
高
校
弓
道
選
手
権

大
会
の
女
子
団
体
で
、
丹
生

高
校
（
田
中
柚
衣
さ
ん
、
西

野
百
香
さ
ん
、
木
原
有
希
さ

ん
）
が
5
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

丹
生
高
校
弓
道
部
は
、
個
人

の
部
で
も
、
11
月
16
日
の
県

高
等
学
校
新
人
大
会
で
、
西

野
百
香
さ
ん
が
優
勝
し
ま
し

た
。
ま
た
、
西
野
さ
ん
は
1
月
に
鹿
児
島
市
で
行
わ
れ
た
全
国
選
抜
大
会
で
は
、
予
選
を

通
過
し
、
準
決
勝
に
進
出
す
る
な
ど
好
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

西
野
さ
ん
は
「
部
員
の
ほ
と
ん
ど
が
越
前
町
出
身
で
す
。
全
員
が
高
校
か
ら
弓
道
を
始

め
、
北
信
越
大
会
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
西
日
本
大
会
、
全
国
選
抜
大
会
、
中
日
本
大
会
と
、

県
外
大
会
に
多
く
出
場
し
、
良
い
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。
ホ
ッ
ケ
ー
と
と
も
に
、
わ

が
町
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
越
前
町
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」
と
話
し
、

今
も
、
部
員
全
員
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
日
々
鍛
錬
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

2
月
13
日
、
道
の
駅
「
越
前
」
の
来
場
者
が
20
万
人
を
突

破
し
、
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
か
れ
ま
し
た
。
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
20
万
人
目
の
来
場
者
に
越
前
が
に
と
越
前
水
仙
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

　

内
藤
町
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
こ
の
道
の
駅
は
豊
か
な
自
然

と
魅
力
あ
ふ
れ
る
食
べ
物
が
あ
る
越
前
町
の
観
光
拠
点
施
設

で
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
人
々
が
訪
れ
て
く
れ
て
大
変
う
れ
し

い
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

見
つ
け
た
！
わ
が
町
の
ア
ス
リ
ー
ト

西
日
本
高
校
弓
道
選
手
権
大
会
5
位
入
賞  

〜
丹
生
高
校
弓
道
部
〜

道
の
駅 「
越
前
」 

の
来
場
者
が
20
万
人
を
突
破
！！

▲手前3人が向かって左から西野百香
　さん、田中柚衣さん、木原有希さん

▲丹生高校弓道部の皆さん

　

平
成
27
年
4
月
1
日
か
ら
、
妊
娠
届
出
書
の
受
付
場
所
が
1
箇
所
に
な
り
ま
す
。

　

場　

所　

越
前
町
役
場
1
階

　

妊
娠
期
の
過
ご
し
方
、
妊
婦
健
診
の
受
け
方
な
ど
、
保
健
師
が
説
明
し
ま
す
。

　

越
前
町
織
田
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、 「
越
前
町
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
へ
の

改
修
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
工
事
の
状
況
に
よ
り
セ
ン
タ
ー
の
利
用
が
、
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
利
用
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
貼
り
紙
な
ど
で
、
事
前
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

織
田
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

☎
３
６‒

１
３
７
５

妊
娠
届
出
書
は
役
場
に
お
願
い
し
ま
す
。

織
田
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
改
修
工
事
中

主
な
業
務

　

⑴　

交
通
安
全
啓
発
活
動

•
街
頭
に
立
ち
、
小
学
生
を
は
じ

め
と
し
た
歩
行
者
・
自
転
車
・

通
行
者
が
道
路
を
安
全
に
利
用

で
き
る
よ
う
指
導
し
ま
す
。

•
年
4
回
の
交
通
安
全
県
民
運
動

期
間
中
な
ど
に
、
交
通
事
故
防

止
の
た
め
に
街
頭
に
立
ち
、
啓

発
活
動
を
行
い
ま
す
。

•
各
種
団
体
の
依
頼
に
よ
り
、
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
街
頭
や
会
場
内

に
立
ち
歩
行
者
の
安
全
を
確
保

し
ま
す
。

　

⑵　

交
通
安
全
教
室

•
小
学
校
、
中
学
校
、
保
育
所
（
園
）
な
ど
で
開
か
れ

る
交
通
安
全
教
室
に
参
加
し
、
交
通
安
全
に
関
す
る

指
導
を
行
い
ま
す
。

応
募
資
格

　

⑴　

年
齢
20
歳
以
上
70
歳
未
満
の
人
。

　

⑵　

身
体
が
健
康
で
職
務
に
支
障
が
な
い
こ
と
。

　

⑶　

募
集
地
区
に
居
住
し
、
街
頭
指
導
が
で
き
る
こ
と
。

募
集
地
区　

越
前
地
区

勤
務
条
件

　

⑴　

町
の
非
常
勤
職
員
と
し
て
委
嘱
し
ま
す
。

　

⑵　

社
会
保
険
な
ど
の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

⑶　

制
服
な
ど
の
備
品
は
貸
与
し
ま
す
。

　

⑷　

任
期
は
２
年
で
す
。

申
込
・
問
合
せ
先　

防
災
安
全
課　

☎
３
４‒

８
７
２
１

交
通
指
導
員
を
募
集
し
ま
す

福井県知事選挙 福井県議会議員選挙
告示日

（立候補届出日） 平成27年 3 月26日（木） 平成27年 4 月 3 日（金）

投　
　
　

票

投 票 日 平成27年 4 月12日（日）

投票時間
午前7時から午後8時まで

※第13投票所（すいせん研修館）、第25投票所 (笈松集落センター）、
第26投票所（上戸集落センター）は、午後7時まで

選 挙 権

※越前町で投票できる人（①、②の両方に該当する人）
　①日本国籍の満20歳以上の人（平成7年4月13日以前に生まれた人）
　②越前町に3か月以上住んでいる人（平成27年1月2日までに越前町に転入届をされた人。ただし、

平成26年12月26日から1月2日の間に転入届をされた人は、4月2日まで投票ができません）
※選挙人名簿に登録されている人が、住所を移した（転出）した人
　平成27年1月3日以降に、県内の他市町へ住所を移した人（ただし、1回までに限る）は、投票す
る際に「同一県内居住証明書」が必要です。証明書の発行はどこの市町でもできますので、手続き
のうえ、投票所に必ず持参してください。

入 場 券 　入場券は、郵便で各世帯へお届けいたしますので、投票所へご持参ください。

※投票日に都合で、投票に行けない人も、期日前投票や不在者投票が行なえます。

期
日
前
投
票

期　 間
3 月27日（金）から
4 月11日（土）まで

午前8時30分から午後8時まで

4 月 4 日（土）から
4月11日（土）まで

午前8時30分から午後8時まで

投 票 所 越前町役場および宮崎・越前・織田コミュニティセンター
※期日前投票は、どの期日前投票所でも投票が可能です

持 ち 物
本人確認のためご協力をお願いします。
入場券が届くまで　　　　　　⇒　　「免許証または保険証等」
入場券が届いた後　　　　　　⇒　　「入場券」
県内の他市町に転出した人　　⇒　　「同一県内居住証明書」

不
在
者
投
票

出張先等 越前町の選挙人名簿に登録がある人は、出張先などの市区町村の選挙管理委員会で不在者投票ができます。
（事前に、請求書により投票用紙を請求していただく必要があります）

病  院
施 設 等

都道府県の選挙管理委員会の指定する病院、老人ホームなどの施設に入院または入所している人は、
その施設内で不在者投票ができます。（病院または施設に不在者投票をしたい旨を申し出てください）

※期日前投票・不在者投票について、詳しくは下記までお問い合わせいただくか、町ホームページをご覧ください。

統一地方選挙のお知らせ　福井県知事選挙および福井県議会議員選挙

問合せ先　越前町選挙管理委員会（総務課内）　☎34－8700
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問合せ先　防災安全課　☎34－8721

問合せ先　まちづくり課　☎34－8714

福井県市町総合交通災害共済をご存じですか？

誇りを胸に。自衛官募集

共 済 期 間　平成27年4月1日～平成28年3月31日
　　　　　　※途中加入の場合は掛金納入の翌日から

共 済 掛 金　年額500円（1人あたり）

見舞金の額　2万円～100万円
　　　　　　※一週間以上の治療を要する傷害から対象

見舞金の対象
日本国内で発生した次の交通事故
①　自動車、二輪車、自転車、バス、電車、旅客船、

旅客機など、交通機関の運行に伴う事故
②　身体障がい者用の車いすなどを道路上で使用中の

事故
※事故発生時の状況によっては対象にならない場合があります
ので、役場防災安全課で確認してください。

申込の方法
　3月中に、各区長さんが加入申込書を配布しますの
で、加入者欄に○（マル）をつけて掛金を添え、下記
までお申し込みください。

申込先
　各町内の区長、防災安全課、コミュニティセンター
内住民サービス室または、県内の福井銀行

●一般（男・女）

　受験資格
　　大卒程度試験　22歳以上～26歳未満
※20歳以上～22歳未満の人は大卒（見込み含む）
修士過程修了者等（見込み含む）は28歳未満

　　院卒者試験　20歳以上～28歳未満
　　※修士過程修了者等（見込み含む）

●歯科・薬剤科（男・女）

　受験資格　専門の大卒（見込み含む）
※20歳以上30歳未満（薬剤科は20歳以上28
歳未満）

受付期間　平成27年3月1日～5月1日

■ 幹部候補生　募集

交通災害共済の平成27年度加入者の受付を行っています

事故にあったら…
　軽微な被害であっても、直ちに警察に連絡し現場確
認をお願いしてください。連絡が遅れると事故証明が
得られない場合があります。

請求時必要書類
　交通事故証明書、加入者証、診断書（組合指定）ま
たは、自賠責保険における診断書と診療報酬明細書の
写し（原本証明が必要）など

請求できる期間　事故の当日から2年以内

●一般（男・女）

　受験資格　18歳以上～34歳未満

●技能（男・女）

　受験資格　18歳以上で国家免許資格等
　　　　　　保有者
　※資格により53歳未満～55歳未満

受付期間　平成27年1月8日～3月24日

問合せ先
自衛隊福井地方協力本部
越前地域事務所
☎22‒6139

■ 予備自衛官補　募集

●調査期間
　平成26年9月から平成26年12月末
※玉川、血ヶ平、左右、梨子ヶ平の4区はモデル調査と
して、平成25年7月から平成25年8月末に実施。

●空き家所有者等への意向調査（アンケート）の
主な内容
　①空き家の現状と空き家となった要因について
　②空き家の管理について
　③空き家の今後の活用について

空き家棟数 661棟
アンケート
送 付 棟 数

520棟（空き家実態調査で所有者および管理
者が特定できたもの）

老　　朽　　度 送付数 回答数 回答率
良
好
Ａ判定（そのまま使用が可能） 277 164 59.2%
Ｂ判定（若干修繕を要する） 123 70 56.9%

不
良
Ｃ判定（かなりの修繕を要する） 67 36 53.7%
Ｄ判定（腐朽して危険） 43 20 46.5%
判　定　不　明 10 4 40.0%
合　　　　　計 520 294 56.5%

快適で安心な、住みよい町を目指して！
空き家所有者等への意向調査（アンケート）の結果がまとまりました。

　最近、空き家に関する多くの情報やご意見が、町や区に寄せられています。空き家は、適正に管理されていない
場合、ごみの不法投棄の誘発や、防犯性の低下、火災予防上の問題など、周辺に悪影響を与える様々な問題が起こ
ることが考えられます。また、平成26年11月27日に空家等対策の推進に関する特別措置法が公布され、全国の地
方自治体において空き家問題は喫緊の課題となっています。
　こうした課題に対応するため、昨年9月に町内全域を対象に実施した空き家実態調査を基に、空き家所有者（管理
者）の皆さんへの空き家の管理状況や活用意向などを把握するため、アンケート調査を行い、その結果がまとまり
ましたので、結果の概要をお知らせします。

●空き家棟数と調査棟数

●老朽度別送付数と回答率

　空き家所有者（管理者）520名にアンケート調査を実施しました。

越前町空き家所有者等への意向調査（アンケート）結果報告書は
今後、越前町のホームページで公表する予定です。

　空き家となった要因として、「住んでいた人が死亡し
た、施設に入所、入院した」が全体の5割強を占めて
います。この数字から、核家族化の進行は空き家の発
生に直結しており、高齢者の単身世帯が「空き家予備軍」
となっていることがわかります。

　核家族化は空き家に直結している！

　今後の活用について、老朽度が高いＣ・Ｄ判定の所有
者は空き家の売却意向や解体意向が高くなっています
が、解体したいが費用の支出が困難で解体できないと
の意見も多く見られました。
　また、管理の状況については、自身の高齢化や本町
への愛着や地域との関わりを持たない県外の所有者の
増加により、空き家の維持管理が、今後ますます困難
な状況となる結果となっています。

　老朽度Ｃ・Ｄ判定の空き家は、今後ますます
　管理が困難な状況に！

　町では、今回の調査結果を踏まえ、空き家に関する
相談体制の充実、所有者および管理者への適正管理啓
発、移住・定住の促進や地域活性化施設としての利活用、
老朽危険空き家の除却促進など、総合的な空き家対策
に計画的に取り組んでいく予定です。

　今後の取組み

　老朽度が低いＡ・Ｂ判定の空き家については、今後、
自身が利用するために維持する、売却、賃貸など、何
らかの活用意向を示す所有者が多く、その中でも今後、
活用の意思はあるが、その活用法についてわからない
との意見が多く見られました。
　さらに、今後の活用予定の中には、建物と土地を町
へ寄付し、地域のため（公的）に活用してほしいとの
意見も見られました。

　活用したいが、どうしたら良いかわからない！
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～みんなでつくる地域コミュニティ～～みんなでつくる地域コミュニティ～

織田地域コミュニティ運営委員会　☎36－1111問合せ先

織田地域コミュニティ運営委員会

ねんきんお客様相談室に『自動音声案内』を導入しました
　武生年金事務所のお客様相談室の電話番号は『自動音声案内』により、一般的なご相談は「ねんきんダイ
ヤル」に、年金事務所職員にご用の場合は、お客様相談室におつなぎします。

◎お客様相談室電話番号　☎0778‒23‒1126

自動音声案内に従って番号選択

自動音声案内の流れ

ねんきんダイヤル

一般的な年金相談に
関するお問い合わせ

お客様相談室
ご提出いただいた年金受給
に関する各種請求書・届書の
処理状況のご確認

お客様相談室に電話

①を選択

※電話が切り替わらない、操作方法がわからない場合はそのままお待ちください。

②を選択

越前町の農地賃借料情報

固定資産の縦覧について

　平成26年1月から12月までに締結（公告）された農地の賃貸借における10アール当たりの田（水稲）
の賃借料水準は次のとおりです。また、この水準は、賃借料決定の参考として提供するものですので、実際
の契約にあたっては、貸し手、借り手の両者でよく協議した上で決定してください。

　固定資産の縦覧とは、納税者が町内にある他の土地および家屋の評価額を比較することで、本人の資産の
評価が適正かどうかを確認することが出来る制度です。期間中に限り「土地価格等縦覧帳簿および家屋価格
等縦覧帳簿」を縦覧できます（無料）。
　期間などは、次のとおりです。

※使用貸借権とは、借主が借用物を無償（0円）で使用収益できる権利です。

※「－」表示の箇所は、農地法第3条及び農業経営基盤強化促進法に基づく締結（公告）の該当データがありません。
データ数が5件未満となる場合は、必要データ数を満たさないため記載してありません。

※データ数は集計に用いた筆数です。平均額はデータ数による加算平均の値です。

※賃借料を物納支給（水稲）としている場合は、60kg 当たり12,000円に換算しています。金額は算出結果を四
捨五入し、100円単位としています。

公告された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数 備　　考

旧朝日町

朝 日 地 区 10,500円 13,000円 10,000円 18筆

常 磐 地 区 ― ― ― ―

糸 生 地 区   6,000円   6,000円   6,000円  8 筆

旧宮崎村　   7,500円 10,000円   5,000円 31筆

旧織田町　
織 田 地 区 ― ― ― ―

萩 野 地 区 ― ― ― ―

旧越前町　
四ヶ浦地区 ― ― ― ―

城 崎 地 区 ― ― ― ―

越前町平均   8,200円 57筆 使用貸借権設定
209筆（78.0%）

問合せ先　越前町農業委員会　☎34－8704

問合せ先　税務課  ☎34－8709

　2月22日に、織田コミュニティセンターで、地元の
特産品である「豆腐」を自分たちで作って味わおうと、
ウスヤ食品社長の臼屋祐樹夫さんを講師に「豆腐作り
教室」を開催しました。30人の参加者たちは、おいし
そうな豆腐を完成させ、それぞれが持ち帰りました。
　自分で作った豆腐は、格別の味がしたことでしょう。

　織田地域コミュニティ運営委員会地域づくり部
会では、地域の歴史を知ることで地域に対する愛
着と誇りを育むことを目的に、下記のとおり歴史
勉強会を開催します。
　この機会にぜひ織田の歴史に触れてみませんか。

日　時　3月13日（金）
　　　　午後7時30分～午後9時

会　場　織田コミュニティセンター

演　題　「なぜ、織田はオタなのか」

講　師　堀　大介（織田文化歴史館学芸員）

参加費　無料
 （準備の都合上、お電話にて申し込みをお願いします）

「お豆腐作り」に挑戦 「織田の歴史勉強会」開催します

※本人が所有する土地や家屋については、期間外でも閲覧できます。

※平成27年度の固定資産税の納税通知書は4月上旬に発送します。

※土地のみを所有している人は家屋価格等縦覧帳簿、家屋のみを所有している人は土地価格等縦覧
帳簿の縦覧はできません。

期 　 間 4月1日（水）～ 4月30日（木）　（土・日・祝日を除く）

時 　 間  午前8時30分～午後5時15分

場 　 所 税務課

縦覧できる人 固定資産税の納税義務者・納税管理人・相続人・代理人など

必要なもの
納税者本人であることが確認できる書類（平成27年度納税通知書や運転免許証など）。
代理人が縦覧される場合は、委任状・代理人の運転免許証などが必要です。
なお、法人の場合は、委任状に代表者印を押印してください。
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すみずみ子育てサポート実施中
　子育ての中で「急な仕事が入って面倒が見られない」、「風邪をひいてしまって育児ができない」などで困っ
たことはありませんか。保護者の仕事の都合、疾病、冠婚葬祭、学校などの公的行事への参加など一時的に
育児を行うことが困難なときに支援を行う「すみずみ子育てサポート」があります。ぜひご活用ください。

問合せ先　直接施設にご連絡していただくか、子育て支援課（☎34‒8725）までご連絡ください。

○対 象 者　町内に住む小学校3年生以下の児童を養育する人

○利 用 料　1時間あたり350円

○利用方法　•利用前に登録が必要です。
　　　　　•利用を希望する人は、利用申請書を実施機関に提出してください。
　　　　　•登録申込書、利用申請書は、実施機関または子育て支援課にあります。

○支援の種類　•一時保育（利用者宅、または施設での一時保育）
　　　　　•子育て家庭への生活支援
　　　　　　（食事・洗濯などの子育て家庭での軽易な日常生活援助）

○実施機関

施　　設　　名
自宅での利用 施設での利用

一時保育 日常生活援助 一時保育 日常生活援助
越前町社会福祉協議会
☎0778‒34‒2388 ○ ○ 　 　

鯖江地域ファミリーサービスクラブ
☎0778‒51‒9036 ○ ○ 　 　

ハーツきっずさばえ
☎0120‒70‒3415 　 　 ○ ○

ハーツきっずたけふ
☎0120‒54‒3415 　 　 ○ ○

ハーツきっず羽水
☎0120‒82‒3415 　 ○ ○

平成26年度 工事等発注一覧（250万円以上） 1月16日～2月15日
工　事　等　名 請負金額 請負業者名 主 管 課

平成26年度小樟処理場曝気ブロワ２号制御盤修繕工事 6,976,800 円 ㈱大生 上下水道課

平成26年度越前がにミュージアム施設整備詳細設計業務委託 23,220,000 円 Ａ・Ｄ・Ｏ建築
設計事務所 水産振興室

平成26年度都市再生整備計画事業道路築造工事（その３） 9,266,400 円 西田中建設㈱ 住宅政策室

平成26年度越前町国民健康保険織田病院車庫新築工事 2,786,400 円 ㈱ホーエ組 保健衛生課

平成26年度泰澄の杜空調設備改修工事 9,223,200 円 丹南開発㈱ 商工観光課

平成26年度越前水仙を活かしたまちづくり整備工事その１ 7,592,400 円 ㈱四ヶ浦建設 商工観光課

平成26年度越前水仙を活かしたまちづくり整備工事その２ 4,438,800 円 ㈱北瀬海運建設 商工観光課

平成26年度越前岬線歩道改修工事 4,374,000 円 ㈱四ヶ浦建設 商工観光課

JICAボランティア平成27年度春募集
　開発途上国では様々な分野において、わたしたちの技術・知識・経験が必要とされています。あなたも、
海外ボランティアへの扉をたたいてみませんか。

募集期間　平成27年4月1日（水） ～ 5月11日（月）

募集ボランティア　○青年海外協力隊（20歳～39歳対象）
　　　　　　　　　○シニア海外ボランティア（40歳～69歳対象）

職種： 農林水産、加工、保守操作、土木建築、保健衛生、
 教育文化、社会福祉、観光・商業、スポーツなど多種

　下記の日程で「体験談＆説明会」を実施します。
予約・参加費は不要です。内容は事業概要、応募要領
説明、経験者との交流、個別相談等です。

問合せ先・相談窓口　JICA北陸・ボランティア担当　☎076－233－5931
　　　　　　　　　　国際協力推進員・福井県デスク　☎0776－28－8800

期　　日 時　　間 説　明　会　場

4 月 5 日（日） 10：00～ 12：30 福井県国際交流会館　第1･2会議室

4 月16日（木） 18：30～ 20：30 福井県国際交流会館　第3会議室

ボランティアに関する詳細情報は JICA
ホームページでもご覧になれます。

URL: www.jica.go.jp
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※督促手続についてもっと詳しく知りたいという方
は、裁判所ウェブサイトの「裁判手続の案内」ペー
ジから「民事事件」ページの「支払督促」ページ
（http://www.courts.go.jp/saiban/syurui_minzi/
minzi_04_02_13/index.html）を御覧ください。

 なお、繰り返し支払督促の申立てをされるという方
は、督促手続オンラインシステムのウェブサイト
（http://www.tokuon.courts.go.jp/）も御覧くだ
さい。
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国際交流室から一言国際交流室から一言
A  word  from  the  international  arena...
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春の火災予防運動週間春の火災予防運動週間
3月20日（金）～26日（木）

　この季節は一年の中で最も空気が乾燥し火災の発生
しやすい時期です。
　越前町内でも近年、枯草などの焼却が拡大し、火災
に至るケースが多く発生しています。

「火の取扱いには十分注意し、「火の取扱いには十分注意し、

 一人一人が火災予防を 一人一人が火災予防を

心掛けましょう」心掛けましょう」

3月20日～ 26日は春の火災予防運動週間です。3月20日～ 26日は春の火災予防運動週間です。

　1月下旬に朝日分遣所の消防ポンプ自
動車が更新されました。新しく配備され
た消防ポンプ自動車は、放水・吸水性能と
もに最上級の性能を有しており、600ℓ
の水槽と、新たに CAFS（キャフス：圧縮
空気泡消火システム）装置が搭載され、少
量の水でも有効な消火活動が出来るよう
になっています。この最新の車両を駆使
し、町民の生命・財産をあらゆる災害から
守ります！

越前町を守る！新型車両を配備越前町を守る！新型車両を配備

朝日1号車朝日1号車

鯖江・丹生消防組合消防署 丹 生 分 署　☎３６‒0119
 朝日分遣所　☎34‒0119
 越前分遣所　☎37‒0119

問合せ先

鯖江・丹生消防組合ホームページ　http://www.fd-sabaenyu.jp/

※訓練時間帯にサイレンが吹鳴します。
また、ヘリコプターが航行しますので、
ご了承ください。

訓練のお知らせ

３月15日　午前９時～

越前町　中（山林一帯）

山林火災防ぎょ訓練

消防署、越前消防団
地元区民、県防災ヘリ

日 時

場 所

内 容

参 加

国際交流室　☎34 ｰ 8713問合せ先

Vol. 105

♪みやま市の児童と越前町で再会しました♪

そり遊びと雪合戦で、大いに盛り上がりました

▲宮崎中学校気づき事業

▲佐々生区気づき事業

第 107回

男女共同参画室　☎34 ｰ 8715問合せ先

平成26年度越前町男女
共同参画気づき事業一覧
〈学校編〉

実施校・学年 受講数 テーマ・講師（敬称略）

1 朝日小学校5年生 90 いろいろな仕事について考える（織田暁子）

2 常磐小学校5年生 7 「じぶん」を「みんな」で探そう！（冨永良史）

3 糸生小学校5年生 13 「 自分も相手も大切にするコミュニケーション術」（武内昭子）

4 宮崎小学校5年生 43 いろいろな仕事について考える（織田暁子）

5 四ヶ浦小学校5年生 18 いろいろな仕事について考える（織田暁子）

6 城崎小学校5年生 21 「 自分も相手も大切にするコミュニケーション術」（武内昭子）

7 織田小学校5年生 25 いろいろな仕事について考える（織田暁子）

8 萩野小学校5年生 16 「 自分も相手も大切にするコミュニケーション術」（武内昭子）

9
朝日中学校2年生

86 ようこそ先輩（岩崎聡、三谷元騎、鈴木洋 他3名）

10 86 「正しさというものさし」について考える（岩本、野条、清水弁護士）

11
宮崎中学校1年生

37 「 自分も相手も大切にするコミュニケーション術」（武内昭子）

12 37 ようこそ先輩（寺坂大地、鈴木洋）

13
越前中学校1年生

35 「 自分も相手も大切にするコミュニケーション術」（武内昭子）

14 35 ようこそ先輩（鈴木洋）

15
織田中学校1年生

39 「 自分も相手も大切にするコミュニケーション術」（武内昭子）

16 39 ようこそ先輩（齋藤忠良、長谷麻衣子）

計 627

〈地域編〉 （平成27年2月1日現在）

地域・団体 受講数 内容・講師 実施時期

1 乙坂区 40 落語で学ぶ参画  はやおき亭貞九郎 6月1日

2 上糸生愛郷同志会 50 一途ライブ＆トーク 6月29日

3 新庄地区 58 落語で学ぶ参画  はやおき亭貞九郎 7月20日

4 米ノ区 64 落語で学ぶ参画  はやおき亭貞九郎 8月31日

5 金谷たんぽぽの会 20 自立を促す「健康に関する意識向上講座」 8月9日・23日

6 白浜婦人会・壮年会 20 第6回男女で料理教室　他 10月12日・11月1日

7 梅浦区 46 落語で学ぶ参画  はやおき亭貞九郎 11月8日

8 天王・宝泉寺区 140 地域で学ぶ参画と歴史 11月9日

9 佐々生区 51 落語で学ぶ参画  はやおき亭貞九郎 1月25日

計 489

　平成26年度気づき事業（学校編）（地域編）
の活動内容は左記のとおりです。
　ご協力、ご参加いただいた学校・地域・団体
のみなさまに心より感謝いたします。
　今後も「気づき事業」を続けることで、学校
で、地域・団体で小さな気づきが生まれ、より
良い関係が築けるよう活動いたします。

　2月6日から8日の3日間、福岡県みやま市から児童16人と引率者
4名が、本町の伝統文化の体験学習と子どもたちとの交流を目的に、
越前町を訪れました。昨年同市を訪れた本町の子どもたちが今度
は迎える側となってホスト役を務め、自分たちが考えたゲームで歓
迎会を盛り上げ、再会を喜びました。
　2日目、両市町の子どもたちは幸若文化情報センター（町立図書
館内）でこの交流のきっかけとなった「幸若舞」について学びました。
また、水仙の押し花や和太鼓、越前焼絵付け等の体験、悠久ロマンの
杜での雪遊びなどを一緒に楽しみ、親睦を深めました。
　2泊3日の訪問はあっという間でしたが、両市町の子どもたちに
とって思い出深い体験になりました。
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階　

第
一
研
修
室

期　
　

間　

3
月
22
日（
日
）ま
で
（
火
曜
は
休
園
）

観
覧
料　

入
園
料
金
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

　
　
　
　
　
（
大
人
３
０
０
円
、
中
高
生
２
０
０
円
、

　
　
　
　
　

小
学
生
１
０
０
円
）

問
合
せ
先　

越
前
町
立
福
井
総
合
植
物
園　

プ
ラ
ン
ト
ピ
ア

　
　
　
　
　

☎
３
４‒

１
１
２
０

　

越
前
町
文
化
協
議
会
主
催
の
「
芸
能
祭
」
に
町
内
で
活
動

し
て
い
る
21
団
体
が
出
演
し
ま
す
。
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

ご
覧
い
た
だ
く
と
共
に
、
ぜ
ひ
こ
れ
を
機
に
お
気
に
入
り
の

サ
ー
ク
ル
を
見
つ
け
て
一
緒
に
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
皆
さ

ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日　
　

時　

3
月
8
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
0
時 

開
場　

午
後
0
時
45
分 

開
演

場　
　

所　
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

朝
日
多
目
的
ホ
ー
ル

出
演
団
体

　

ダ
ン
ス 

Ｌ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｌ
Ｅ 

Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｐ 

＆ 

Ｌ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｌ
Ｅ 

Ｂ
Ｏ
Ａ
Ｒ
Ｓ
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
Ｏ
・
Ｔ
・
Ａ
、

 

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ 

Ｗ
ａ
ｖ
ｅ

　

太　
　

鼓 

越
前
陶
芸
太
鼓
保
存
会
、
福
井
県
日
吉
太

鼓

　

剣
詩
舞 

宗
生
流
剣
詩
舞
道
会
（
宮
崎
子
供
・
織
田
・

あ
さ
ひ
・
越
前
会
・
あ
さ
ひ
少
年
教
室
・
宮
崎
）

ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス

　

 

宮
崎
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス 

ク
ワ
ヒ
ヴ
ィ
会
、

フ
ラ
ダ
ン
ス 

ア
イ
ア
イ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｈ
Ｉ

　

民　
　

謡　

カ
ト
レ
ア
、
う
ぐ
い
す
会
、
お
り
づ
る
会

　

詩　
　

吟　

堅
生
流
吟
友
会
、
織
田 

明
吟
会

　

舞　
　

踊　

宮
崎
物
語
ク
ラ
ブ
、
日
舞　

千
里
会

　

カ
ラ
オ
ケ　

美
咲
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

入
場
料　

無　

料

問
合
せ
先　

生
涯
学
習
課　

☎
３
４‒

２
０
０
０

　

今
年
で
2
回
目
と
な
る
「
越
前
か
に
感
謝
祭
」
が
3
月
14

日（
土
）・
15
日（
日
）
に
開
催
さ
れ
、
3
月
20
日
に
終
了
と

な
る
越
前
が
に
漁
の
最
後
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　

特
選
か
に
汁
の
販
売
や
、
越
前
が
に
な
ど
新
鮮
魚
介
類
の

販
売
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
バ
ル
ー
ン
シ
ョ
ー
や
、
宿
泊
券
な

ど
が
当
た
る
ビ
ン
ゴ
大
会
、
越
前
か
に
太
郎
と
遊
べ
る
コ
ー

ナ
ー
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
ご
家
族
、
ご
友
人
お
誘
い
あ
わ

せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

3
月
14
日（
土
）・
15
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

場　
　

所　

道
の
駅
越
前
駐
車
場

問
合
せ
先

　

越
前
か
に
感
謝
祭
実
行
委
員
会

　
（
越
前
町
観
光
連
盟
内
）

　

☎
３
７‒
１
２
３
４

第
6
回　

越
前
町
文
化
協
議
会　

芸
能
祭

「
越
前
か
に
感
謝
祭
」 

開
催

宮 

誠
而　

ボ
タ
ニ
カ
ル
フ
ォ
ト
展

　3月の休館日  2日・9日・16日・23日・30日
　開館時間  午前9時～午後5時（最終入館は午後4時30分）

珈琲サロン「Self Café  越前焼で珈琲時間」珈琲サロン「Self Café  越前焼で珈琲時間」
好みの越前焼カップでコーヒーが飲める！好みの越前焼カップでコーヒーが飲める！（常設）（常設）

入館無料 陶芸村の黄色い

建物といえば

響きあう酒器展響きあう酒器展
期　　間 3月29日（日）まで

場　　所 越前陶芸村文化交流会館 （越前町小曽原7‒8）

開館時間 午前9時～午後5時 （最終入館午後4時30分）
 ※入館無料

問合せ先 越前陶芸村文化交流会館　☎32‒3200

日　　時 3月22日（日）
 午後1時30分開場　午後2時開演

場　　所 越前陶芸村文化交流会館 （越前町小曽原7‒8）

開館時間 午前9時～午後5時 （最終入館午後4時30分）

入 場 料 500円 （全席自由、高校生以下無料）

問合せ先 越前陶芸村文化交流会館　☎32‒3200

常時100点以上ある越前焼作家のコーヒーカップの中から常時100点以上ある越前焼作家のコーヒーカップの中から
お好きなカップを選んで珈琲が楽しめるセルフカフェお好きなカップを選んで珈琲が楽しめるセルフカフェ
陶芸公園を眺めながら、ゆったり…のんびり…陶芸公園を眺めながら、ゆったり…のんびり…

越前焼作家が丹精込めてつくり上げた「酒器」と
全国から募集した川柳が春の薫りを誘います。

越前町太鼓フェスティバル「どん・ドコ・DON」越前町太鼓フェスティバル「どん・ドコ・DON」

3月3月のの越前陶芸村文化交流会館イベント情報越前陶芸村文化交流会館イベント情報
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私なりほどほど暮らす日に感謝 武藤　久子
約束を守らず逝ったもみじの手 山内　千代

公約を並べ風切る永田町 山田千栄子
逆転の女神微笑む時を待つ 松村　典子 広報えちぜん 18平成27年３月号19 広報えちぜん
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言葉や発達がゆっくりだと思われるお子さんを対象にした個別相談会を実施しています。
お子さんの特性に合わせた支援を、こころの先生（心理相談員）と一緒に考えてみましょう。

お気軽にご参加ください。

社会福祉支援室　☎34 ｰ 8724申込・問合せ先

3月20日（金）  午後1時～4時
朝日保健センター

臨床心理士

約30分～１時間の個別相談です

無　料

予約制

日　時 相談時間

場　所

スタッフ

料　金

申込み

★★「発達相談会」のお知らせ「発達相談会」のお知らせ★★

こちらこちら
健康増進室健康増進室 みんなで予防！糖尿病みんなで予防！糖尿病 第12回

健康増進室　☎36 ｰ 1375

問合せ先

●予約制 （匿名でも可）
●相談時間は、一人40分程度 （秘密は厳守します） 保健衛生課　☎34 ｰ 8710問合せ先

保健衛生課　☎34 ｰ 8710問合せ先

3月27日（金）  午後１時３０分～４時
越前町役場　別館

無　料

千
せん

崎
ざ き

　愛
あい

 さん（臨床心理士）

日　時

カウンセラー

場　所

料　金

子どもの発達相談やスクール
カウンセラー、大人のストレス
相談まで、幅広い経験をもった
カウンセラーが応じます。

「心をいやす相談会」のご案内  

　「眠れない日が続いている」「ひどいストレスを感じている」「人間関係で悩んでい
る」「気持ちが落ち込んでいる」などつらい気持ちを自分ひとりで抱えていませんか？
カウンセラーに話をすることで、解決の糸口が見つかることもあります。
　お気軽にご相談ください。ご家族の皆さんの相談にも応じます。

相　談　機　関 電　　話 電　話　相　談　日
ほっとサポートふくい
（こころの電話相談） 0776‒26‒4400 月～金（祝日を除く）　9：00～17：00

丹南健康福祉センター 51‒0034 月～金（祝日を除く）　8：30～17：15
保健衛生課 34‒8710 月～金（祝日を除く）　8：30～17：15

　町では、平成１７年～２５年の９年間で６３人の人が自ら命を絶っています。
　「自殺は前触れもなく突然起きる」といわれることがありますが、そうとは
限らず、何らかのサインを発していることが多いと言われています。
　私たちにできることは、大切な人のサインに気づいて声をかけてみてください。

　相手のペースに合わせ、話をせかさず
共感の気持ちを伝えましょう。

　話を聴いてすぐに問題が解決するわけでは
ありませんので、相手の抱えている問題を整理
して、医療機関や相談機関への相談をすすめま
しょう。

お気軽にご相談ください

相手の気持ちに寄り添って
話を聴きましょう

必要な専門家や専門機関につなげ、
温かく見守っていきましょう

3月は
自殺対策強化自殺対策強化
月間です月間です

3
大切な人の命を支えるためにできること

●表情が暗く、元気がない
●周囲との交流を避けるようになった
●遅刻や欠勤することが増えてきた
●よく眠れない・食欲がない・体調不良が続く
●飲酒量が増える
●死をほのめかす、投げやりな態度が目立つ

こんなサインを見逃さないで！！こんなサインを見逃さないで！！

　悩みごとは、なかなか他人に打ち明けにくい
ものです。話すきっかけをつくりましょう。

「最近元気がないけどどうしたの？」
「大丈夫？疲れていない？」

サインに気づいたら声を
かけてみましょう。

糖尿病の予防がなぜ
大事なのでしょうか？

　４月から掲載してきた 「みんなで予防！糖尿病」 は　４月から掲載してきた 「みんなで予防！糖尿病」 は
今月で最終回となりました。今月で最終回となりました。
　糖尿病を予防する生活習慣は、その他の生活習慣病　糖尿病を予防する生活習慣は、その他の生活習慣病
も守ることになります。も守ることになります。
　糖尿病の人は、糖尿病でない人と比較すると、心臓　糖尿病の人は、糖尿病でない人と比較すると、心臓
病、脳卒中、白内障の発症が2倍～４倍高くなるといわ病、脳卒中、白内障の発症が2倍～４倍高くなるといわ
れています。失明となる後天的原因の第１位であり、人れています。失明となる後天的原因の第１位であり、人
工透析に至る原因の４３％は糖尿病であるというデータ工透析に至る原因の４３％は糖尿病であるというデータ
もあります。（ジョスリン糖尿病学第２版より）もあります。（ジョスリン糖尿病学第２版より）

糖尿病の治療費はどのくらい
かかるのでしょうか？

　糖尿病で治療を開始するとします。３か月に１回血　糖尿病で治療を開始するとします。３か月に１回血
液検査をすると年間約２万５千円、内服薬のみの通院液検査をすると年間約２万５千円、内服薬のみの通院
で年間１７万円、インスリン注射をすると年間約５０万で年間１７万円、インスリン注射をすると年間約５０万
円かかり、さらに重症化して、人工透析になると年間約円かかり、さらに重症化して、人工透析になると年間約
５００万円、心疾患で倒れると年間約４００万円と多額な５００万円、心疾患で倒れると年間約４００万円と多額な
医療費がかかります。医療費だけではなく、介護費用も医療費がかかります。医療費だけではなく、介護費用も
かかることがあり、結果的に社会保障費に大きな影響かかることがあり、結果的に社会保障費に大きな影響
を与えることになります。を与えることになります。
　反対に、糖尿病の重症化を予防できたとしたらどう　反対に、糖尿病の重症化を予防できたとしたらどう
でしょうか。糖尿病の重症化を結果的に１人防げば、約でしょうか。糖尿病の重症化を結果的に１人防げば、約
１０００万円の医療費を削減できるだけでなく、健康寿１０００万円の医療費を削減できるだけでなく、健康寿
命の延伸にもつながるといわれています。命の延伸にもつながるといわれています。
　町国民健康保険の糖尿病にかかる医療費の割合は　町国民健康保険の糖尿病にかかる医療費の割合は
１０.１％、国は９．６％です。（国保ＫＤＢシステムより）１０.１％、国は９．６％です。（国保ＫＤＢシステムより）

平均寿命は？

　全国統計結果の死因統計のうち26.8％が腎臓・心　全国統計結果の死因統計のうち26.8％が腎臓・心
臓・脳の血管障害であり、糖尿病患者は平均寿命が短い臓・脳の血管障害であり、糖尿病患者は平均寿命が短い
（男性10.2歳、女性13.7歳短縮）といった調査結果が（男性10.2歳、女性13.7歳短縮）といった調査結果が
あります。血管障害から合併症を招き、要介護状態へつあります。血管障害から合併症を招き、要介護状態へつ
ながるケースもあります。ながるケースもあります。
　１年に１回は健診を受け、自分の血液データと生活を　１年に１回は健診を受け、自分の血液データと生活を
振り返りましょう。振り返りましょう。
　健診結果は、ご自身の生活習慣と代謝の結果です。　健診結果は、ご自身の生活習慣と代謝の結果です。
前回の健診結果と比べながら、悪くなった・良くなった前回の健診結果と比べながら、悪くなった・良くなった
ところを確認し、生活改善や治療へとつなげていくこところを確認し、生活改善や治療へとつなげていくこ
とが一番の重症化予防になります。とが一番の重症化予防になります。

糖尿病の重症化予防（まとめ）
インスリンの作用を守るために
生活習慣の改善に取り組む

合併症をおこさない＝健康な人と
変わらない生活の維持

定期的な健診受診と必要な医療の継続

まずはまずは

そうするとそうすると

さらにさらに

これで糖尿病予防は

バッチリよ ！！
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ほどほどに生きてきましたこの先も 山谷　ゆり
月末は貧乏神の指定席 司辻　文子

合格を神に願って拝む孫 向當みつ子
ほどほどの距離を保っていい仲間 原　　榮子 広報えちぜん 20平成27年３月号21 広報えちぜん
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3月の越前町関連の番組放送時間表

たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch）

◎「越前町いきいき情報局」
越前かに感謝祭
【2月28日（土）～3月13日（金）】

国際交流室から一言
【3月14日（土）～4月3日（金）】
•毎日　7：55～、12：55～、19：55～　ほか

※番組は予告なく変更されることがありますので、
　ご了承ください。
問合せ先  丹南ケーブルテレビ㈱　番組制作課
　　　　   ☎21－3277   Eメール：smiletv@t-catv.co.jp
　　　　   URL　http://www.t-catv.co.jp

◎ 「丹南のお店情報 みせばん」
鮨一（温泉旅館・寿司料理）
【3月28日（土）～4月3日（金）】
•月～金曜日　8：00～、13：00～、17：00～、20：00～
•土・日曜日　8：00～、13：00～、18：00～

◎「丹南キッズ～ことばのタイムカプセル～」
朝日中央保育所①
【3月7日（土）～3月13日（金）】

朝日中央保育所②
【3月14日（土）～3月20日（金）】
9：10～、12：10～、19：10～　ほか

※その他の番組の放送予定は、電話またはホーム
ページでご確認ください。

いよいよ3月子育て子育て
アドバイスアドバイス
ko s o d a t e  

a d v i c e

★宮崎分館「臨時休館」のお知らせ★
　宮崎分館では、右に記載の期間蔵書点検のため休館します。
　図書の貸出は行えないため、利用者の皆さんにはご迷惑をおかけ
しますが、ご理解とご協力をお願いいたします。
　返却は夜間返却口をご利用いただくか、町立図書館・越前分館・織
田分館をご利用ください。

　毎年恒例のおはなしひろばスペシャルを今年も開催します。
　小さなお子さんから大人まで楽しめるおはなしがいっぱいです。
　お友だちやご家族を誘ってぜひ「おはなしひろばスペシャル」にご来場ください。
　皆さんのお越しをお待ちしています。

おはなしひろばスペシャル
内　容　はやおき亭貞九郎さんの
　　　　「落語と腹話術」
日　時　3月25日（水）　10：30～
場　所　織田文化歴史館　 文化交流ホール

申　込　不要です。
主　催　町立図書館織田分館  ☎36‒2288
協　力　どようおはなしひろば虹
　　　　（織田地区ボランティアグループ）

宮崎分館休館期間

3月11日（水）～ 3月13日（金）
の3日間

みんなきてね！

たのしいおはなしが

いっぱい！

　お子さんが4月からの保育園へ入園するお母さんの中には「うちの子の集団生活…心配だわ～」と
不安に感じている人もいらっしゃるのではないでしょうか？そんな人には「大丈夫、大丈夫」という
言葉を贈ります。
　半年前、1年前を思い出してみてください。か弱いほどに小さかったお子さんが、見ちがえるくら
い成長していることに気づかれるでしょう。 幼い子どもたちのパワーには、本当に驚かされます。

まだまだ寒い日がありますが、春が近づいて来ました。
柔らかな陽ざしに、気持ちが軽くなりそうな季節の到来です。

他の子と比較しないでください。
　どの子もキラリ輝くステキなものを持っています。そして、それに気づけるのが、ご両親・ご家
族です。お子さんのステキなところを見つけることが出来るのもステキな人です。

　それでも不安になったり迷ったりした時には、一人でかかえ込まずに友だちや知り合いに話し
てみることをお勧めします。きっと気持ちが軽くなることでしょう。もちろん子育て支援センター
や保育園も皆さんの子育てのお手伝いをさせていただきます。

　子育てって楽しいな…そんな風に感じるひとときが、より多くありますように…。

トラブル
注意報

TTTTrrrrrr
oooouuu
bbllee ccccaautttiioooonnnnnsss

TTTrouubblleecauttiiooo
nnss

ル
報報

クーリング・オフを
知っていますか？

消費者生活の
ご相談は…

総務課 消費生活相談窓口  ☎34－8700
福井県消費生活センター　☎0776－22－1102
消費者ホットライン　　　☎0570－064－370

クーリング・オフの方法
●必ず書面で行いましょう。
●クーリング・オフができる期間内に通知しましょう。
●クレジット契約をしている場合は、販売会社と信販会社に同時に通知します。
●通知をした証拠を残すため、「内容証明」か「簡易書留」「特定記録郵便」で送付し、
書面は全てコピーし、送付の記録と一緒に保管しておきましょう。

　クーリング・オフは、消費者が訪問販売などの不意打ち的な取引で契約したり、マルチ商法などの
複雑でリスクが高い取引で契約したりした場合に、一定期間であれば無条件で、一方的に契約を解
除できる制度です。

※クーリング・オフ期間は、申込書面または契約書面のいずれか早いほうを受け取った日から計算します。
※上記以外にも、金融商品や宅地建物の契約等でもクーリング・オフができる取引があります。また、上記に該当しても、
条件によってはクーリング・オフ出来ない場合があります。

クーリング・オフできる取引 期間※
訪問販売（キャッチセールス、アポイントメントセールス等） 8日間
電話勧誘販売 8日間
特定継続的役務提供（エステ、語学教室、海底教師等） 8日間
マルチ商法（連鎖販売取引） 20日間
業務提供誘引販売取引（内職商法、モニター商法等） 20日間
訪問購入（業者が消費者の自宅等を訪ねて、商品の買い取りを行うもの） 8日間

★★織田分館で「おはなしひろばスペシャル」開催織田分館で「おはなしひろばスペシャル」開催★★



お
く
や
み

新
し
い
家
族
で
す

実　施　日 場　　所 電話番号

3月は実施しません あ さ が お 保 育 園 34－1110

〃 朝 日 中 央 保 育 所 34－0081

〃 朝 日 西 保 育 所 34－5602

〃 朝 日 北 保 育 所 34－1762

〃 朝 日 南 保 育 所 34－1614

〃 宮 崎 中 央 保 育 所 32－2067

毎 日 午 前 中 陶 の 谷 保 育 所 32－3014

3月は実施しません 小 曽 原 保 育 所 32－2039

毎 日 午 前 中 四 ヶ 浦 保 育 園 37－0305

常 時 西 徳 寺 保 育 園 37－1354

常 時 城 崎 南 保 育 所 39－1801

毎 日 午 前 中 織 田 保 育 所 36－0160

毎 日 午 前 中 た い ら 保 育 園 36－0251

毎 日 午 前 中 は ぎ の 保 育 園 36－0396

※時間・内容などについては、各保育所（園）にお問い合わせください。
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）
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ぜ
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百
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2
月
1
日
の
越
前
町
合
併
10
周
年
記
念
式
典

と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
多
数
の
来
賓
の
皆
様
、

町
民
の
皆
様
に
ご
出
席
、
ご
参
加
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
当
日
、
私
は
記
録

係
と
し
て
写
真
を
撮
影
し
て
い
ま
し
た
が
、
会

場
内
は
厳
か
な
中
に
も
温
か
い
雰
囲
気
が
あ
り
、

と
て
も
い
い
節
目
の
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
早
い
も
の
で
今
年
度
も
3
月
を
残
す

の
み
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
日
に
日
に
春

を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
学
校
や

会
社
で
は
4
月
か
ら
の
新
年
度
の
準
備
で
何
か

と
慌
し
い
時
期
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

4
月
か
ら
進
学
や
就
職
な
ど
で
の
新
生
活
を
控

え
て
い
る
人
に
と
っ
て
は
期
待
と
不
安
の
入
り

混
じ
る
時
期
で
す
。
こ
の
時
期
は
日
に
よ
っ
て

寒
暖
の
差
が
大
き
く
、
花
粉
シ
ー
ズ
ン
の
到
来

も
あ
っ
て
、
体
調
を
崩
す
人
も
多
い
の
で
、
4

月
か
ら
い
い
ス
タ
ー
ト
を
切
れ
る
よ
う
に
体
調

の
管
理
に
は
気
を
つ
け
た
い
で
す
ね
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

2
月
号
で
掲
載
さ
れ
ま
し
た
「
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ

ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
全
国
都
道
府
県
対

抗
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
の
記
事
で
、
越

前
中
学
校
の
「
宮
地
真
帆
」
さ
ん
の
名
前
が
誤
っ

て
い
ま
し
た
。
正
し
く
は
「
宮
地
舞
帆
」
さ
ん

で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
致
し
ま
す
。

人口と世帯
（2月1日現在）

　

2
月
15
日
に
福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ

ア
で
開
か
れ
た
、
ひ
な
ま
つ
り
リ
ー
ス
作
り
体

験
で
の
1
コ
マ
で
す
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
植

物
園
で
採
れ
た
木
の
実
や
草
花
を
使
っ
て
、
可

愛
ら
し
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
リ
ー
ス
作
り
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

人　口 22,951人

　男 11,088人
　女 11,863人
世帯数 7,339戸

（前月より36人減）

なかよしひろば（園開放）なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

岩　

開　

平
井
善
右
衞
門
さ
ん
（
82
歳
）

野　

末　

酒
井　

利
榮
さ
ん
（
84
歳
）

小　

倉　

岡
田　

松
治
さ
ん
（
84
歳
）

小　

倉　

獅
子
原

伊
さ
ん
（
97
歳
）

中　

野　

冨
山
ヨ
シ
子
さ
ん
（
91
歳
）

小
曽
原　

間
所
美
紀
子
さ
ん
（
50
歳
）

樫　

津　

永
宮　

義
典
さ
ん
（
57
歳
）

樫　

津　

織
田　

繁
之
さ
ん
（
56
歳
）

八　

田　

齋
藤
と
し
子
さ
ん
（
92
歳
）

八　

田　

関
谷
一
之
助
さ
ん
（
94
歳
）

宇
須
尾　

横
田
つ
よ
の
さ
ん
（
90
歳
）

梅　

浦　

牧
野
千
鶴
子
さ
ん
（
74
歳
）

新　

保　

長
田
四
壽
夫
さ
ん
（
93
歳
）

小　

樟　

中
橋　
　

守
さ
ん
（
64
歳
）

大　

樟　

親
﨑　

な
か
さ
ん
（
95
歳
）

大　

樟　

貴
田　

ス
ギ
さ
ん
（
96
歳
）

大　

樟　

稲
川　

正
誼
さ
ん
（
75
歳
）

髙　

橋　

上
坂
ア
サ
ヲ
さ
ん
（
95
歳
）

　

辻　
　

小
辻
ア
イ
コ
さ
ん
（
88
歳
）

上　

野　

水
島　

秀
雄
さ
ん
（
81
歳
）

朝　

日 

佐
々
木　

朔は
じ
め

（
圭
輔
、
男
）

気
比
庄 

来
田　

璃り

乃の

（
拓
磨
、
女
）

小　

倉 

安
井　

愛あ

結ゆ

（
隆
博
、
女
）

上
糸
生 

松
島　

千か
ず

馬ま

（
忠
司
、
男
）

陶
の
谷 

谷
口　

櫂か
い

（
和
寛
、
男
）

道　

口 

河
村　

蒼あ

皇お

（
賢
介
、
男
）

　

中 

上
坂　

結ゆ
い

奈な

（
清
斗
、
女
）

下
山
中 

中
西　

柚ゆ
ず

葵き

（
清
隆
、
女
）

笈　

松 

菅
原　

希の
ぞ
み

（
量
、
女
）

細　

野 

志
村　

恵け
い

汰た

（
英
輔
、
男
）

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
2222

―
朝
日
観
音

―
朝
日
観
音  

福
通
寺

福
通
寺  

編
―
編
―

学
Ｍ 

今
回
は
、
朝
日
観
音
福
通
寺
に
伝
わ
る
指
定
文
化
財
の

う
ち
、境
内
に
あ
る
梵ぼ

ん

鐘し
ょ
う（
写
真
）

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｅ
子 

梵
鐘
と
い
う
と
、お
寺
の
鐘
の
こ

と
で
す
ね
。
以
前
に
、
劔
神
社
に

伝
わ
る
国
宝
梵
鐘
を
拝
見
し
ま

し
た
が
、こ
ち
ら
の
梵
鐘
も
古
い

も
の
な
の
で
す
か
？

学
Ｍ 

こ
の
梵
鐘
は
越
前
町
指
定
文
化
財
で
、
貞
享
三

（
一
六
八
六
）年
に
造
ら
れ
ま
し
た
。

Ｅ
子 

江
戸
時
代
で
す
か
。
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
指
定
文
化

財
の
な
か
で
は
、か
な
り
新
し
い
も
の
で
す
ね
。

学
Ｍ 

た
し
か
に
新
し
い
資
料
で
す
が
、
有
名
な
職
人
に
よ
っ

て
造
ら
れ
ま
し
た
。
誰
だ
か
、わ
か
り
ま
す
か
？

Ｅ
子 

う
〜
ん
。

学
Ｍ 

よ
く
、
梵
鐘
を
見
て
く
だ
さ
い
。
文
字
が
書
い
て
あ
り

ま
せ
ん
か
？

Ｅ
子 

あ
、「
越
前
」
と
い
う
文
字
の
後
、
多
く
の
漢
字
が
な
ら

ん
で
い
ま
す
。
難
し
す
ぎ
て
、意
味
は
さ
っ
ぱ
り
。

学
Ｍ 

た
し
か
に
、難
し
い
内
容
で
す
ね
。
終
わ
り
の
方
に
、二

人
の
名
前
が
書
い
て
あ
る
で
し
ょ
う
。

 

ひ
と
り
は
、「
宮
崎
彦
九
郎
義
一
」。
で
は
、も
う
ひ
と
り

は
？

Ｅ
子 

あ
、「
宮
崎
彦
三
郎
義
治
」と
読
め
ま
す
。

学
Ｍ 

そ
う
で
す
ね
。
こ
の
二
人
は
、
江
戸
時
代
の
金
沢
の
有

名
な
釜
師
で
す
。

Ｅ
子 

釜
師
と
は
、ど
の
よ
う
な
職
業
の
人
で
す
か
？

学
Ｍ 

釜
師
は
、
茶
の
湯
に
用
い
る
釜
を
製
作
す
る
鋳い

物も

師じ

の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

 

宮
崎
彦
九
郎
義
一
は「
初
代
寒か

ん

雉ち

」と
呼
ば
れ
、
加
賀
藩

第
五
代
藩
主
・
前
田
綱つ

な

紀の
り

の
御お

抱か
か
え

鋳
物
師
と
な
り
ま

し
た
。

Ｅ
子 

で
は
、宮
崎
彦
三
郎
義
治
は
？

学
Ｍ 

義
治
は
初
代
寒
雉
の
婿
養
子
で
、「
二
代
寒
雉
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

つ
ま
り
、
こ
の
梵
鐘
は
義
理
の
親
子
が
二
人
で
造
っ
た

の
で
す
ね
。

学
Ｍ 

そ
う
で
す
ね
。
宮
崎
彦
九
郎
義
一
を
初
代
と
す
る
宮

崎
家
は
、
そ
の
後
も
代
々
加
賀
藩
の
御
用
釜
師
と
な
り
、

現
在
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。
今
で
は
茶
道
裏
千
家
の
釜

師
と
し
て
、知
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

当
時
の
名
工
た
ち
が
造
っ
た
貴
重
な
梵
鐘
な
の
で
す
ね
。

学
Ｍ 

銘
文
を
み
る
と
、
当
初
こ
の
梵
鐘
は
坂
井
市
丸
岡
町
の

寺
院
に
あ
り
ま
し
た
が
、
元
禄
五（
一
六
九
二
）年
に
朝

日
観
音
堂
に
寄
進
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

 

寄
進
し
た
人
物
は
、「
幸
若
八
郎
九
郎
直
良
」で
す
。

Ｅ
子 

「
幸
若
」
と
い
う
と
、
幸
若
舞
と
関
わ
り
の
深
い
人
物
で

す
か
？

学
Ｍ 
直
良
（
一
六
四
七
〜
一
七
二
七
）
は
、
幸
若
舞
の
家
元
・

八
郎
九
郎
家
の
第
十
一
代
当
主
で
、徳
川
家
綱
・
綱
吉
・

家
宣
の
三
代
の
将
軍
に
仕
え
ま
し
た
。

 

山
口
県
指
定
文
化
財
の
「
幸
若
流
舞
之
本
」
に
も
、「
直

政
」の
名
前
で
奥
書
と
花
押
が
み
え
ま
す
。

Ｅ
子 

当
代
随
一
の
人
物
で
す
ね
。

学
Ｍ 

幸
若
八
郎
九
郎
直
良
は
、「
八
郎
九
郎
家
之
系
図
」
も
記

し
て
お
り
、
幸
若
舞
の
研
究
を
す
る
上
で
重
要
な
資
料

を
遺
し
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

な
ぜ
、
直
良
は
朝
日
観
音
堂
に
梵
鐘
を
寄
進
し
た
の
で

す
か
？

学
Ｍ 

当
時
、幸
若
家
は
西
田
中
・
朝
日
村
に
二
三
〇
石
の
領
地

を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
両
村
の
領
主
で
あ
っ
た
直
良
は
、

朝
日
観
音
堂
に
梵
鐘
が
な
い
こ
と
を
残
念
に
思
い
、
こ

の
梵
鐘
を
寄
進
し
た
こ
と
が
銘
文
か
ら
読
み
取
れ
ま
す
。

 

元
禄
四（
一
六
九
一
）年
、
直
良
の
弟
で
あ
る
直
忠
も
福

通
寺
へ
観
世
音
厨
子
を
寄
進
し
て
お
り
、
兄
弟
そ
ろ
っ

て
朝
日
観
音
を
篤
く
信
仰
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

Ｅ
子 

ま
さ
に
こ
の
梵
鐘
は
、
当
時
の
最
高
の
技
術
と
、
篤
い

信
仰
心
を
示
す
貴
重
な
資
料
な
の
で
す
ね
。 

　

そ
も
そ
も
梵ぼ
ん

鐘し
ょ
うと
は
、
何
な
の
で

し
ょ
う
か
。

　

寺
院
の
鐘
し
ょ
う

楼ろ
う

に
吊
す
釣
鐘
で
、寺
院

内
の
行
事
の
と
き
、合
図
に
打
ち
鳴
ら

す
仏
教
法
具
で
す
。
梵ぼ

ん

語ごb

ブ
ラ
フ
マ
ン

rahm
an

を
音
訳
し
た
も
の
で
、
清
浄
・
神
聖

の
意
味
を
も
ち
ま
す
。
当
初
は
教
団

内
の
律
を
知
ら
せ
る
た
め
の
合
図
に

使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
撞し

ゅ

木も
く

で
た

た
く
と
、
荘そ
う

厳ご
ん

な
音
が
発
っ
せ
ら
れ
、

人
々
を
仏
の
世
界
へ
と
導
く
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

鋳
造
品
の
鐘
は
大
き
さ
に
よ
っ
て

呼
称
が
違
い
ま
す
。
大
き
い
順
か
ら

梵
鐘
・
半
鐘
・
喚か
ん

鐘し
ょ
うと
言
い
ま
し
た
。

　

あ
と
梵
鐘
に
は
、洪こ
う

鐘し
ょ
う・
蒲ほ

牢ろ
う

・
鯨げ
い

鐘し
ょ
う・
巨き

ょ

鯨げ
い

・
華か

鯨げ
い

な
ど
の
別
称
が
あ
り

ま
す
。
鯨
の
名
が
つ
く
こ
と
が
多
い

で
す
。

　

鯨
に
た
と
え
ら
れ
る
の
は
、そ
の
大

き
さ
に
あ
り
ま
す
。
な
か
で
も
蒲
牢

は
竜
の
子
と
さ
れ
ま
す
が
、鯨
に
追
わ

れ
て
大
声
で
鳴
く
こ
と
に
ち
な
み
、懸け
ん

吊ち
ょ
う

部ぶ

に
か
た
ど
ら
れ
る
の
だ
と
言
い

ま
す
。
梵
鐘
に
は
大
き
な
音
が
鳴
る

こ
と
を
期
待
す
る
意
味
合
い
が
こ
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
劔
神
社
の
梵
鐘
は
、ど
の
よ
う

な
音
色
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

梵
鐘
は
昭
和
44
年
の
宝
物
殿
建
築

に
と
も
な
い
、人
目
に
つ
く
こ
と
は
少

な
く
な
り
ま
し
た
。
い
ま
も
宝
物
殿

に
保
管
さ
れ
て
い
る
た
め
、梵
鐘
を
鳴

ら
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
し
、そ
の
音

色
を
聞
く
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
『
日
本
の
名
鐘
』
と
い
う
カ
セ
ッ
ト

付
の
本
に
、そ
の
音
色
が
収
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
れ
を
以
前
に
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
録
音
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、

か
ら
り
と
し
た
甲
高
い
音
色
に
思
わ

ず
聞
き
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
最

も
格
式
の
高
い
、
黄お

う

鐘し
き

調ち
ょ
うだ
と
言
い

ま
す
。
黄
鐘
調
と
言
え
ば
、
吉
田
兼
好

が
「
徒
然
草
」
で
紹
介
し
た
、
京
都
市

妙
心
寺
の
梵
鐘
の
音
色
が
有
名
で
す
。

　

黄
鐘
調
と
は
、
十
二
律
の
第
八
音

葉
を
主
音
と
す
る
調
子
で
、律り
っ

旋せ
ん

の
配

列
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
音
階
が

か
も
し
だ
す
雰
囲
気
か
ら
、季
節
で
は

夏
の
調
子
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
黄
鐘

調
と
言
っ
て
も
、ぴ
ん
と
来
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
わ
か
り
や
す
く
言
え

ば
、西
洋
音
楽
の
イ
短
調（A

 m
inor

）

の
自
然
短
音
階
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

　

イ
短
調
の
曲
と
言
え
ば
、ロ
ッ
ク
で

はX
-JA
PA
N

の「Rusty N
ail

」、
演

歌
で
は
石
川
さ
ゆ
り
の
「
津
軽
海
峡

冬
景
色
」、Ｊ
ポ
ッ
プ
で
は
ポ
ル
ノ
グ

ラ
フ
ィ
テ
ィ
の
「
ア
ポ
ロ
」、
サ
ザ
ン

オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
の「
チ
ャ
コ
の
海
岸

物
語
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

織
田
盆
地
に
梵
鐘
の
音
色
が

鳴
り
響
い
て
い
た
こ
と
を
思
う
と
、

一
二
五
〇
年
近
く
の
歴
史
の
重
み
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。
音
色
を
想
像
し
な

が
ら
手
を
合
わ
せ
る
と
、
ど
こ
か
、
か

ら
り
と
晴
れ
た
空
の
よ
う
に
心
地
よ

く
な
る
の
を
感
じ
ま
す
。

織
田
文
化
歴
史
館 

学
芸
員　

堀
大
介

朝日観音堂梵鐘

国
宝
の
梵
鐘
の
謎
を
探
る
２　

梵
鐘
は
鯨
で
、音
色
は
イ
短
調
！
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※
休
日
当
番
医
の
診
療
時
間
は
、
9：
00
～
17
：
00
で
す
。
都
合
に
よ
り
医
療
機
関
が
変
更
に

　
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
前
に
電
話
や
新
聞
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
月

火
水

木
金

土

3 ／ 1

マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

10
：
00
～
12
：
00

（
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

2
結
婚
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

3
心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

離
乳
食
教
室

9：
30
～
12
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
） 

4
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

5
1歳
6か
月
児
健
診

13
：
30
～
16
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
） 

6
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

7

8
越
前
町
文
化
協
議
会
芸
能
祭

（
朝
日
多
目
的
ホ
ー
ル
）

【
休
日
当
番
医
】

橘
医
院

☎
36
-0
01
5

9
結
婚
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

10
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

11
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
越
前
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
梅
浦
））

12
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

13
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

14
越
前
か
に
感
謝
祭

（
道
の
駅
越
前
）

15
越
前
か
に
感
謝
祭

（
道
の
駅
越
前
）

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

16
結
婚
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

17
心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
越
前
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
梅
浦
））

18
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

19
２
歳
児
歯
科
健
診

13
：
30
～
16
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

20
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

発
達
相
談
会

13
：
00
～
16
：
00

（
朝
日
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

21
春
分
の
日

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

22
越
前
町
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
ど
ん
・
ド
コ
・
DO
N
」

（
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館
）

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

23
結
婚
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

24
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
萩
野
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
）    
  

無
料
法
律
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

25
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

離
乳
食
教
室

9：
30
～
12
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
） 

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
越
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
） 

相
続
な
ん
で
も
相
談
会

13
：
00
～
16
：
00

（
越
前
町
役
場
別
館
） 

26
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（越
前町

生涯
学習

セン
ター

糸生
分館

）

27
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
樫
津
隣
保
館
）

心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

心
を
い
や
す
相
談
会

13
：
30
～
16
：
00

（
越
前
町
役
場
別
館
） 

28

29

【
休
日
当
番
医
】

伊
部
病
院

☎
34
-0
22
0

30
31

4 ／ 1

子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

2
3
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

離
乳
食
教
室

9：
30
～
12
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

4

（携帯電話用） （スマートフォン用）
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